
湘南の海を前面に配し、背後を山（総称鎌倉山）
に囲まれた「鎌倉」、世界遺産登録に向けた取組も
なされている武家政治発祥の地である。この地
に、「明治初年の操業以来国産にこだわり、全国の
厳選した乾物を揃えております」と謳っている小
さな商店がある。扱っている商品は、乾物屋と称
しているとおり、豆を中心とした農産物・山の幸・
海の幸の乾物と、関連する生もの、加工品（粉等）
等を扱っており、全て国産産品である。
お店は、江ノ電長谷駅から鎌倉を代表する大仏
や長谷寺への参道に位置し、間口２間ほどのこじ
んまりした昔風のお店である。主力商品の大豆、
小豆、いんげん、えんどう等の豆類は、時代を感
じさせる20kg 程度入る木製の桶に盛って店頭に
並び、売買は１合升等で１杯、２杯と量り売りさ
れている。

昔ながらの樽盛りで升量り売り、そして質素な
間口２間の店構えは古都の隠れた観光名所となっ
ており、外人観光客が目を輝かして店内を覗き、
レンズを向けている姿を良く目にする。その商店
の名は、歴史を感じさせる「石渡源三郎商店」。通
称「山源」。商品は、豆の「手より選別」と称さら
れるとおり何れも厳選された商品、と謳われてい
る。その商品と産地は（お品書き）のとおり。
（品名、産地等表示はパンフレット表示に準じ
ているので、通称名等があります。）
この外、黒豆茶・きな粉・おかき等丹波黒豆加

工品、小麦粉・麦焦がし・麩等小麦加工品、春雨、
砂糖、高野豆腐、味噌、醤油、等々国産農産物加
工品、椎茸、きくらげ等林産品、昆布、煮干、海
苔、川海苔、ひじき、わかめ、たたみいわし等湘
南特産品を始めとした水産加工品 、等々、一部

の生鮮産品を除くと、品名も懐かし
い乾物・産物が幅広く取り扱われて
いる。この一覧を観ると、ブランド
地域特産農作物の主要産地、産物が
マップとなって目に浮かんでくる。
商品は、産地 JA から直接仕入れ

るとのことで、産地から生産情報を
随時取り、時には産地に出向き、時
には産地に品質の注意喚起したりし
ながら、産地との連携・意志疎通を
図り、品質の維持、供給の安定化等
に努めていると言う。販路は、地域
の一般客に加え、観光客の購入も多
く、また、学校給食への納入もある
とのことで、「地産地消」や「食育」
にも一役買っている。また、古き中
にも、ネット上でも公開し商品注文
も受けている。ネットで「石渡源三
郎商店」を検索してみては如何で
しょうか。
鎌倉見物の際は、是非、覗いて欲

しい「日本の源風景」の１つかと思
います。

（上野幸一）
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特産農作物点描 武士の古都
もののふのみやこ

の乾物屋 編 集 部

分類 種類 産地 分類 種類 産地
大豆 粉吹き黒豆 京都丹波 いんげん 紫花豆 群馬県

がんくい豆 岩手県 大正金時 北海道
ひたし豆 山形県 紅しぼり 北海道
くらかけ豆 長野県 とら豆 北海道
黒目大豆 長野県 白花豆 北海道
白大豆 京都丹波 白いんげん 北海道
鶴の子大豆 北海道 中長うずら 北海道

小豆 白小豆 京都丹波 大手亡 北海道
大納言 京都丹波 えんどう 赤えんどう 北海道
大納言 北海道 青えんどう 北海道
小豆 北海道 胡麻 金胡麻 鹿児島県
だるまささげ 岡山県 洗い胡麻 白胡麻 鹿児島県（ ）

お米・ こしひかり 京都丹波 黒胡麻 鹿児島県
雑穀 赤米 静岡県 茶 緑茶 静岡県

黒米 静岡県 荒茶 静岡県
五穀米 国産 ほうじ茶 静岡県
もちあわ 岩手県花巻
モチキビ 岩手県

お品書き１ 豆類・雑穀・茶等一覧

分類 種類 産地 分類 種類 産地
大豆 ただちゃ豆 山形県白山 鷹の爪 （乾燥） 国産
（枝豆） 黒豆 京都丹波 そば そば粉 長野県
落花生 生落花生 神奈川県 わりな （ずいき） 徳島県
山の芋 山の芋 京都丹波 ぜんまい （乾燥） 石川県
栗 丹波栗 京都丹波 干し大根 （割り干し） 宮崎県
くるみ かしくるみ 長野県 （切り干し） 宮崎県
銀杏 籐九郎 愛知県産 かんぴょう （乾燥） 栃木県
葛 吉野葛粉 国産 胡麻 ごま油 鹿児島県

お品書き２ 生鮮農産品、林産品等一覧


